
様式第１８号

第 号

県（都道府）農業共済組合連合会
平成 年 月 日

会長理事 殿

農業共済組合

組合長理事 □印

市 町 村 長 □印

畑作物共済保険金仮渡し請求書

金 円也（ただし、平成 年産 畑作物共済（○○、○○）の仮渡し保険金）

上記の保険金を支払われたく、仮損害評価書を添えて請求します。

内訳

畑 作 物 区 分 保 険 金

円

合 計

（Ａ４判 縦）

（注意）この請求書には、「仮損害評価書」（様式第１９号の１の（１）又は第４４号)を３部添付する

こと。



様式第１９号の１の（１）

平成 年産 畑作物共済仮損害評価書
農業共済組合

市 町 村

畑作物区分 保険金仮渡し請求の有無 有・無

畑作物共 単位当 共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割、６割、７割 保険金仮渡し対象 平均被害割合

済の共済 引受 たり共 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済金 又は８割）以上被害 （○割以上被害）

目的の種 済金額 戸数 ７割以上 ７割未満 ６割未満 ４割（５割）未満

類等 方式 (ｷﾛｸﾞﾗ 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５ １割（２割、３割 計 支 払 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共済 戸数 面積 金額

(品種､栽 ﾑ当た 割）以上 又は４割）超過 減収 支払見 減収 金支

培方法等 り) 面積 共済 面積 共済 面積 共済 面 積 共 済 面積 共済 見込額 量 込額 量 払見 ⑥／ ⑦／ ⑨／

に応ずる 減収 減収 減収 減収量 減収 込額 ②× ③× ⑤×

区分） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 量 量 量 ⑦ 量⑧ ⑨ 100 100 100

・円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 ％ ％ ％

・

類 ・

計

・

・

類 ・

計

・

・

類 ・

計

・

・

類 ・

計

延 延 延 延 延

合 計 実 実 実 実 実

畑作物共済の共済 保険金 ○割以上被 保険金

目的の種類等 災害の種類 発 生 終 了 災害の状況 災害の種類 発 生 終 了 災害の状況 災害の種類 発 生 終 了 災害の状況 支 払 害に係る保 仮渡し

(品種、栽培方法 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 見込額 険金支払見 必要額

等に応ずる区分) 込額

類 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 円 円 円

類

類

類

（Ａ４判 横）



（注意）

１ 「引受方式」欄は、大豆について半相殺大豆、全相殺大豆及び一筆大豆の別を記入すること。

２ 「単位当たり共済金額①」欄から「共済金額⑤」欄までは、「引受通知書」（引受要綱様式第８号の１）から転記すること。

３ 「共済金支払対象見込」欄は、「損害評価取りまとめ表」（様式例第６号の１又は２）又は「損害評価野帳」（様式例第３号の１、２の(１)､２の(２)又は３）により集計すること。この場合、

保険金の仮渡しを受けない組合等にあっては、「損害評価取りまとめ表」及び「損害評価野帳」に基づく概数値により集計することとして差し支えない。なお、「組合員等別の被害割合別」の

各「面積」欄には、半相殺方式にあっては半相殺３割（大豆にあっては２割）超過被害があった組合員等の被害面積を、全相殺方式にあっては全相殺２割（ばれいしょ、大豆及びてん菜にあっ

ては１割） 超過被害があった組合員等の引受面積を、一筆方式にあっては一筆４割（大豆にあっては３割）超過被害があった組合員等の被害面積を集計し、記入すること。

４ 「４割（５割、６割、７割又は８割）以上被害」欄の「４割」は全相殺方式（ばれいしょ、大豆及びてん菜）、「５割」は半相殺方式（大豆）及び全相殺方式（ばれいしょ、大豆及びてん菜

を除く。）、「６割」については半相殺方式（大豆を除く。）、「７割」については一筆方式（大豆）、「８割」については一筆方式（大豆を除く。）である。

５ 「保険金仮渡し対象（○割以上被害）」欄及び「○割以上被害に係る保険金支払見込額」欄の「○割」には、保険金の仮渡しの対象としようとする被害割合を記入すること。

６ 共済金支払見込がまったくない組合等にあっては、この評価書の「単位当たり共済金額①」欄から「共済金額⑤」欄までを「引受通知書」から転記し、「戸数⑥」欄に「被害なし」と記入し

て連合会に提出すること。

７ てん菜及びさとうきびにあっては、この評価書に「仮損害評価書添付書」（様式第１９号の２の(１)）を添付すること。



様式第１９号の１の（２）

平成 年産 畑作物共済特定組合仮損害評価書添付書

畑作物区分 県（都道府）農業共済組合

畑作物共 単位当 共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割、６割、７ 共済金仮渡し対象 平均被害割合

済の共済 引受 たり共 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済金 又は８割）以上被害 （○割以上被害）

目的の種 済金額 戸数 ７割以上 ７割未満 ６割未満 ４割（５割）未満 支 払

類等 方式 (ｷﾛｸﾞﾗ 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５ １割（２割、３割 計 見込額 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共済 戸数 面積 金額

(品種､栽 ﾑ当た 割）以上 又は４割）超過 減収 支払見 減収 金支

培方法等 り) 面積 共済 面積 共済 面積 共済 面積 共 済 面積 共済 量 込額 量 払見 ⑥／ ⑦／ ⑨／

に応ずる 減収 減収 減収 減収量 減収 込額 ②× ③× ⑤×

区分） ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 量 量 量 ⑦ 量⑧ ⑨ 100 100 100

・円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 ％ ％ ％

・

類 ・

計

・

・

類 ・

計

・

・

類 ・

計

・

・

類 ・

計

延 延 延 延 延

合 計 実 実 実 実 実

畑 作 物 共 済 の 共 済 金

共済目的の種類等 災害の種類 発 生 終 了 災害の状況 災害の種類 発 生 終 了 災害の状況 災害の種類 発 生 終 了 災害の状況 仮 渡 し

(品種、栽培方法 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 必 要 額

等に応ずる区分)

類 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 年月日 円

類

類

類

（Ａ４判 横）



（注意）

１ 「引受方式」欄は、大豆について半相殺大豆、全相殺大豆及び一筆大豆の別を記入すること。

２ 「単位当たり共済金額①」欄から「共済金額⑤」欄までは、「特定組合引受通知書」（引受要綱様式第１２号の１）から転記すること。

３ 「共済金支払対象見込」欄は、「損害評価取りまとめ表」（様式例第６号の１又は２）又は「損害評価野帳」（様式例第３号の１、２の(１)、２の(２)又は３）により集計すること。この場合、

保険金の仮渡しを受けない組合にあっては、「損害評価取りまとめ表」及び「損害評価野帳」に基づく概数値により集計することとして差し支えない。なお、「組合員別の被害割合別」の各「面

積」欄には、半相殺方式にあっては半相殺３割（大豆にあっては２割）超過被害があった組合員の被害面積を、全相殺方式にあっては全相殺２割（ばれいしょ、大豆及びてん菜にあっては１割）

超過被害があった組合員の引受面積を、一筆方式にあっては一筆４割（大豆にあっては３割）超過被害があった組合員の被害面積を集計し、記入すること。

４ 「４割（５割、６割、７割又は８割）以上被害」欄の「４割」は全相殺方式（ばれいしょ、大豆及びてん菜）、「５割」は半相殺方式（大豆）及び全相殺方式（ばれいしょ、大豆及びてん菜

を除く。）、「６割」については半相殺方式（大豆を除く。）、「７割」については一筆方式（大豆）、「８割」については一筆方式（大豆を除く。）である。

５ てん菜及びさとうきびにあっては、この評価書に「仮損害評価書添付書」（様式第１９号の２の(２)）を添付すること。



様式第１９号の２の（１）

平成 年産 畑作物共済仮損害評価書添付書（てん菜及びさとうきび）
農業共済組合

枚のうち 枚目 市 町 村

共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割）以上被害 共済金仮渡し対象 平均被害割合

危険 危険 単位当た 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済金 （○割以上被害）

り共済金 戸数 ７割以上 ７割未満 ６ 割 未 満 ４割(５割)未 計 支 払

階級 段階 額(ｷﾛｸﾞﾗ 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５割）満１割(２割) 見込額 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共 済 戸数 面積 金額

ﾑ当たり) 以上 超過 減収 支払見 減収 金 支

区分 区分 面積 共済 面積 共済 面積 共済 面積 共 済 面積 共済 量 込額 量 払 見 ⑥／ ⑦／ ⑨／

減収 減収 減収 減収量 減収 込 額 ②× ③× ⑤×

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 量 量 量 ⑦ 量⑧ ⑨ 100 100 100

・ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 ％ ％ ％

・

・

・

・

・

・

小 計 ・

・

・

・

･

・

・

・

小 計 ・

・

・

・

・

・

・

・

小 計 ・

合 計 ・

（Ａ４判 横）



（注意）

１ 「単位当たり共済金額①」欄から「共済金額⑤」欄までは、「引受通知書添付書」（引受要綱様式例第８号の２）から転記すること。

２ 「共済金支払対象見込」欄は、「損害評価野帳」（様式例第３号の２の(１)）により集計すること。この場合、保険金の仮渡しを受けない組合等にあっては、「損害評価野帳」に基づく概数値

により集計することとして差し支えない。なお、「組合員等別の被害割合別」の各「面積」欄には、てん菜にあっては全相殺１割超過被害、さとうきびにあっては２割超過被害があった組合員

等の引受面積を集計し、記入すること。

３ 「４割（５割）以上被害」欄の「４割」はてん菜、「５割」はさとうきびである。

４ 共済金支払見込がまったくない組合等にあっては、この評価書の「単位当たり共済金額①」欄から「共済金額⑤」欄までを「引受通知書」から転記し、「戸数⑥」欄に「被害なし」と記入し

て連合会に提出すること。



様式第１９号の２の（２）

平成 年産 畑作物共済仮損害評価書添付書（てん菜及びさとうきび）
枚のうち 枚目 県（都道府）農業共済組合

共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割）以上被害 共済金仮渡し対象 平均被害割合

危険 危険 単位当た 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済金 （○割以上被害）

り共済金 戸数 ７割以上 ７割未満 ６ 割 未 満 ４割(５割)未 計 支 払

階級 段階 額(ｷﾛｸﾞﾗ 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５割）満１割(２割) 見込額 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共済 戸数 面積 金額

ﾑ当たり) 以上 超過 減収 支払見 減収 金支

区分 区分 面積 共済 面積 共済 面積 共済 面積 共 済 面積 共済 量 込額 量 払見 ⑥／ ⑦／ ⑨／

減収 減収 減収 減収量 減収 込額 ②× ③× ⑤×

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 量 量 量 ⑦ 量⑧ ⑨ 100 100 100

・ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 ％ ％ ％

・

・

・

・

・

・

小 計 ・

・

・

・

･

・

・

・

小 計 ・

・

・

・

・

・

・

・

小 計 ・

合 計 ・

（Ａ４判 横）



（注意）

１ 「単位当たり共済金額①」欄から「共済金額⑤」欄までは、「引受通知書添付書」（引受要綱様式例第８号の２）から転記すること。

２ 「共済金支払対象見込」欄は、「損害評価野帳」（様式例第３号の２の（１））により集計すること。なお、「組合員別の被害割合別」の各「面積」欄には、てん菜にあっては全相殺１割超過

被害、さとうきびにあっては全相殺２割超過被害があった組合員の引受面積を集計し、記入すること。

３ 「４割（５割）以上被害」欄の「４割」はてん菜、「５割」はさとうきびである。



様式第２０号

第 号

県（都道府）農業共済組合連合会
平成 年 月 日

会長理事 殿

農業共済組合

組合長理事 □印

市町村長 □印

畑 作 物 共 済 保 険 金 追 加 請 求 書

金 円也（ただし、平成 年産 畑作物共済（○○、○○）の

保険金追加請求額）

上記の保険金追加請求額を支払われたく、算出の基礎及び損害評価書を添えて請求します。

保険金追加請求額の算出基礎

保 険 金 保険金仮渡し受高 差引保険金追加請求額
畑作物区分

① ② ③ ＝ ① － ②

円 円 円

合 計

（Ａ４判 縦）

（注意）この請求書には、「損害評価書」（様式第１０号の１の（１）又は第３３号）を３部、「保険金

仮渡し請求書」（様式第１８号）及び「仮損害評価書」（様式第１９号の１の（１）又は第４４

号）の写しを１部添付すること。

なお、てん菜及びさとうきびにあっては、上記書類のほかに「損害評価書添付書」（様式第１０

号の２の（１））を３部、「仮損害評価書添付書」（様式第１９号の２の（１））の写しを１部添

付すること。



様式第２１号の１

第 号

農林水産大臣 殿
平成 年 月 日

県（都道府）農業共済組合連合会

会長理事 □印

畑 作 物 共 済 再 保 険 金 概 算 払 請 求 書

金 円也（ただし、平成 年産 畑作物共済（畑作物共済再保険区分

（第○区分））の再保険金概算払請求額）

上記の再保険金を支払われたく、算出の基礎及び仮損害評価書を添えて請求します。

再保険金概算払請求額の算出基礎

項 目 金 額

① 保 険 金 額 円

② 保 険 金 支 払 見 込 額

③ 通 常 標 準 被 害 額

④ 再保険金支払見込額

(保険金支払見込額より通常標準被害額を控除した額に0.95を乗じて得た額)

⑤ 再保険金支払見込額の３分の２

⑥ ４割（５割、６割、７割又は８割）以上及び掃立不能の被害の保険金支払

見込額に0.95を乗じて得た額

⑦ 保険金仮渡し必要額

⑧ 再保険金概算払請求額

（Ａ４判 縦）

（注意）１ この請求書には、「仮損害評価書」（様式第２２号の１又は第４５号）を３部ずつ添付す

ること。

２ 「再保険金概算払請求額⑧」欄は、「再保険金支払見込額の３分の２⑤」欄から「保険金

仮渡し必要額⑦」欄までのうち最も小さい額を記入すること。

３ 蚕繭に係る畑作物共済を実施していない連合会にあっては、項目⑥の「及び掃立不能の」

を削ること。



様式第２１号の２

第 号

平成 年 月 日

農林水産大臣 殿

県（都道府）農業共済組合

組合長理事 □印

畑作物共済保険金概算払請求書

金 円也（ただし、平成 年産 畑作物共済（畑作物共済保険区分

（第○区分））の保険金概算払請求額）

上記の保険金を支払われたく、算出の基礎及び特定組合仮損害評価書を添えて請求します。

保険金支払請求額の算出基礎

項 目 金 額

① 共 済 金 額 円

② 支 払 共 済 金

③ 通 常 標 準 被 害 額

④ 保険金支払見込額

(共済金支払見込額より通常標準被害額を控除した額に0.855

を乗じて得た額)

⑤ 保険金支払見込額の３分の２

⑥ ４割（５割、６割、７割又は８割）以上及び掃立不能の

被害の共済金支払見込額に0.855を乗じて得た額

⑦ 共済金仮渡し必要額

⑧ 保険金概算払請求額

（Ａ４判 縦）

（注意）１ この請求書には、「特定組合仮損害評価書」（様式第２２号の２又は第４６号）を３部ず

つ添付すること。

２ 「保険金概算払請求額⑧」欄は、「保険金支払見込額の３分の２⑤」欄から「共済金仮渡

し必要額⑦」欄までのうち最も小さい額を記入すること。

３ 蚕繭に係る畑作物共済を実施していない特定組合にあっては、項目⑥の「及び掃立不能の」

を削ること。



様式第２２号の１

平成 年産 畑作物共済仮損害評価書

畑作物共済再保険区分 県（都道府）農業共済組合連合会
共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割､６割､７割 保険金仮渡し対象 平均被害割合

畑作物 引受 仮渡し対象 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済金 又は８割）以上被害 （○割以上被害）
・非仮渡し 戸数 ７割以上 ７割未満 ６割未満 ４割(５割)未満 戸数

区 分 方式 対象の別 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５ １割(２割､３割 計 支 払 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共済 （延 面積 金額
割）以上 又は４割）超過 減収 支払見 減収 金支 実)

（延 面積 共済 面積 共済 面積 共済 面積 共 済 面積 共済 見込額 （延 量 込額 （延 量 払見 ⑤／ ⑥／ ⑧／
実) 減収 減収 減収 減収量 減収 実) 実) 込額 ①× ②× ④×
① ② ③ ④ ⑤ 量 量 量 ⑥ 量⑦ ⑧ 100 100 100

仮渡し対象 延 戸 ａ ㎏ 円 延 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 延 戸 ａ ㎏ 円 延 戸 ａ ㎏ 円 延 ％ ％ ％
組合等 実 実 実 実 実
非仮渡し対
象組合等

計
仮渡し対象
組合等
非仮渡し対
象組合等

計
仮渡し対象
組合等

仮渡し対象
組合等
非仮渡し対
象組合等

計
仮渡し対象
組合等
非仮渡し対

合 計 象組合等

計
畑作物区分 主たる災害の種類 発生年月日 終了年月日 災害の状況 引受組合等数 被害組合等数 保険金仮渡し 比 率 保険金支払 ○割以上被害 保険金仮渡し

対象組合等数 ⑩／⑨×100 ⑪／⑨×10 見 込 額 に係る保険金 必 要 額
⑨ ⑩ ⑪ 0 支払見込額

年月日 年月日 ％ ％ 円 円 円

延 延 延 延 延
合 計 実 実 実 実 実

（ Ａ４判 横）



（注意）
１ この評価書は、「仮損害評価書（畑作物共済の共済目的の種類等別集計表）」（様式第２３号）から転記し、集計すること。
２ 「引受方式」欄は、大豆について半相殺大豆、全相殺大豆及び一筆大豆の別を記入すること。
３ この評価書には、「仮損害評価書（畑作物共済の共済目的の種類等別集計表）」及び「組合等の仮損害評価書」（様式第１９号の１の(１)）を添付すること。

なお、てん菜及びさとうきびにあっては、「組合等の仮損害評価書添付書」（様式第１９号の２の(１)）を添付すること。



様式第２２号の２

平成 年産 畑作物共済特定組合仮損害評価書

畑作物共済保険区分 県（都道府）農業共済組合

共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割､６割､７割 共済金仮渡し対象 平均被害割合

畑作物 引受 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済金 又は８割）以上被害 （○割以上被害）

戸数 ７割以上 ７割未満 ６割未満 ４割(５割)未満 戸数

区 分 方式 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５ １割(２割､３割 計 支 払 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共済金 （延 面積 金額

割）以上 又は４割）超過 減収 支払見 減収 支払見 実)

（延実) （延実) 面積 共済 面積 共済 面積 共済 面積 共 済 面積 共済 見込額（延実) 量 込額 （延実) 量 込額 ⑤／ ⑥／ ⑧ ／

減収 減収 減収 減収量 減収 ①× ②×1 ④×1

① ② ③ ④ ⑤ 量 量 量 ⑥ 量⑦ ⑧ 100 00 00

延 戸 ａ ㎏ 円 延 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 延 戸 ａ ㎏ 円 延 戸 ａ ㎏ 円 延 ％ ％ ％

実 実 実 実 実

合 計

畑作物区分 主たる災害の種類 発生年月日 終了年月日 災害の状況 畑作物区分 主たる災害の種類 発生年月日 終了年月日 災害の状況 共済金仮渡し必要額

年月日 年月日 年月日 年月日 円

合 計

（Ａ４判 横）
（注意）

１ この評価書には、「特定組合仮損害評価書添付書」（様式第１９号の１の（２））を添付すること。

なお、てん菜及びさとうきびにあっては、「特定組合仮損害評価書添付書」（様式第１９号の２の（２））を併せて添付すること。

２ 「引受方式」欄は、大豆について半相殺大豆、全相殺大豆及び一筆大豆の別を記入すること。



様式第２３号

平成 年産 畑作物共済仮損害評価書（畑作物共済の共済目的の種類等別集計表）

畑作物区分 引受方式 県（都道府）農業共済組合連合会

仮渡 畑作物共済 共 済 金 支 払 対 象 見 込 ４割（５割､６割､７割 保険金仮渡し対象 平均被害割合

し対 の共済目的 引受 引受 引受 共済 組 合 員 等 別 の 被 害 割 合 別 共済 又は８割）以上被害 （○割以上被害）

象・ の種類等 戸数 ７割以上 ７割未満 ６ 割 未 満 ４割(５割)未満 金支

非仮 （品種、栽 戸数 面積 収量 金額 ６割以上 ４割（５割） １割(２割､３割 計 払見 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 共済 共済金 戸数 面積 金額

渡し 培方法等に 以上 又は４割）超過 込額 減収 支払見 減収 支払見 ⑤／ ⑥／ ⑧ ／

対象 応ずる区分） 面積 共 済 面積 共 済 面積 共 済 面積 共 済 面積 共済減 量 込額 量 込額 ①× ②× ④×

の 別 ① ② ③ ④ ⑤ 減収量 減収量 減収量 減収量 ⑥ 収量⑦ ⑧ 100 100 100

戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 戸 ａ ㎏ 円 ％ ％ ％

仮 類

渡

し 類

対

象 類

組

合 類

等 延 延 延 延 延

計 実 実 実 実 実

非

仮 類

渡

し 類

対

象 類

組

合 類

等 延 延 延 延 延

計 実 実 実 実 実

延 延 延 延 延

合 計 実 実 実 実 実

（Ａ４判 横）

（注意）

１ この評価書は、組合等の「仮損害評価書」（様式第１９号の１の（１））により集計すること。

２ 「引受方式」欄は、大豆について半相殺大豆、全相殺大豆及び一筆大豆の別を記入すること。

３ てん菜及びさとうきびにあっては、「仮損害評価書」と「仮損害評価書添付書」（様式第１９号の２の（１））を添付すること。



様式第２４号の１

第 号

平成 年 月 日

農林水産大臣 殿

県（都道府）農業共済組合連合会

会長理事 □印

畑 作 物共 済 再 保 険 金 追 加 請 求 書

金 円也（ただし、平成 年産 畑作物共済（畑作物共済再保険区分

（第○区分））の再保険金追加請求額）

上記の再保険金追加請求額を支払われたく、算出の基礎及び損害評価書を添えて請求します。

再保険金追加請求額の算出基礎

項 目 金 額

① 保 険 金 額 円

② 支 払 保 険 金

③ 通 常 標 準 被 害 額

④ 再保険金 (保険金支払見込額より通常標準被害額を

控除した額に0.95を乗じて得た額)

⑤ 再保険金概算払受高

⑥ 差引再保険金追加請求額（④－⑤）

（Ａ４判 縦）

（注意）この請求書には、「損害評価書」（様式第１７号の１又は第３８号）、「再保険金概算払請求書」

（様式第２１号の１）の写し及び「仮損害評価書」（様式第２２号の１又は第４５号）の写しを

１部ずつ添付すること。



様式第２４号の２

第 号

平成 年 月 日

農林水産大臣 殿

県（都道府）農業共済組合

組合長理事 □印

畑 作 物 共 済 保 険 金 追 加 請 求 書

金 円也（ただし、平成 年産 畑作物共済（畑作物共済保険区分

（第○区分））の保険金追加請求額）

上記の保険金追加請求額を支払われたく、算出の基礎及び特定組合損害評価書を添えて請求

します。

保険金追加請求額の算出基礎

項 目 金 額

① 共 済 金 額 円

② 支 払 共 済 金

③ 通 常 標 準 被 害 額

④ 保険金 (共済金支払見込額より通常標準被害額を

控除した額に0.855を乗じて得た額)

⑤ 保険金概算払受高

⑥ 差引保険金追加請求額（④－⑤）

（Ａ４判 縦）

（注意）この請求書には、「特定組合損害評価書」（様式第１７号の２又は第４３号）、「保険金概算払

請求書」（様式第２１号の２）の写し及び「特定組合仮損害評価書」（様式第２２号の２又は第

４６号）の写しをそれぞれ１部ずつ添付すること。



（注意）１ この評価書は、畑作物区分(共済目的の種類等)ごと、共済責任期間による種別ごとに作成すること。
２ 小蚕期別共済を実施している組合等にあっては、共済目的の種類等ごとに作成したものに小蚕期区分ごとに作成したものを添付して提出する。ただし、農林水産省に提出する仮損害評

価書は小蚕期区分ごとのものは必要ない。
３ 「共済箱数」、「共済金額」、「引受戸数」及び「単位当たり共済金額」は、「引受通知書」（引受要綱様式第21号）から転記すること。
４ 小蚕期別共済を実施している場合の「被害戸数」は、小蚕期区分ごとの戸数を延べ集計することなく実戸数を記入すること。
５ 「○割」には、保険金の仮渡しをしようとする被害割合を記入すること。
６ 「単位当たり共済金額の内訳」欄は、「損害評価野帳」(様式例第２６号の１、２及び３)をもとに単位当たり共済金額の高い順に記入すること。
７ 「２割超過被害の合計」欄は、組合等全区域の２割超過被害組合員等について取りまとめ記入すること。ただし、保険金仮渡しの対象とならない被害程度別の被害箱数及び共済減収量

については概算で差し支えない。
８ 共済減収量の算出は、被害程度割合別の被害組合員等の基準収繭量に次の中央値をそれぞれ乗じて得た数から当該基準収繭量の１００分の２０に相当する数をそれぞれ差し引いて求め

るものとする。７割以上は８５％、７割未満５割以上は６０％、５割未満２割超過は３５％、掃立不能は６０％。
９ 「共済金支払見込額」は、それぞれ共済減収量の合計に組合等の平均単位当たり共済金額を乗じて得た金額とする。
10 金額は、１円未満の端数を切り捨てること。
11 「平均被害割合」の記入単位はパーセントとし、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。
12 「共済金支払見込額」がまったくない組合等にあっては、この評価書の「共済箱数」、「共済金額」、「引受戸数」及び「単位当たり共済金額」は「引受通知書」から転記し、「被害戸数」

欄に「被害なし」と記入して連合会に提出すること。

様式第４４号

農業共済組合
市　 町 　村

保険割合
　

箱 箱 箱 箱 箱  ①     . ％
. . . . .  ②     . ％

 ③     . ％

. . . . .
円

円

. . . . .

. . . . .

 ①     . ％
 ②     . ％
 ③     . ％

  平成　　年産　　畑作物共済仮損害評価書
（蚕　　繭）

引 受
戸 数 共済金支払

見　込　額５割未満
２割超過

掃 立
不 能

円

　 ２割超過被害
　 の合計

③ 共済金支払見込額／共済金額

平均単位当たり共済金額 保険金仮渡請求の有無
有　・　無

共済責任期間による種別

平均被害割合
 ① 被害戸数／引受戸数
 ② 被害箱数／共済箱数　

. .

保険金
支　払
見込額

円

円

円

.

単
位
当
た
り
共
済
金
額
の
内
訳

. .

被 害
戸 数

７割以上
７割未満
５割以上

保険金仮渡し対象の
○割以上及び掃立不能

２割超過被害の合計

戸

.

　保険金仮渡し
　対象の○割以
　上及び掃立不
　能の合計

円

（Ａ４判　横）

　　　　　　　箱
.

.

.

戸 kg kg kg kg

.

円 kg

組合等番号

　　　　　項　目

　区　分

畑作物区分(共済目的の種類等)

　

合　計共済金額

共済箱数 被害程度別の被害箱数及び共済減収量



様式第４５号

県(都府)農業共済組合連合会

箱 箱 箱 箱 箱 円  ①     . ％
. . . . .  ②     . ％

 ③     . ％
(　　　　)

 ①     . ％
. . . . .  ②     . ％

 ③     . ％

 ①     . ％
. . . . .  ②     . ％

 ③     . ％

 ①     . ％
. . . . .  ②     . ％

 ③     . ％
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（注意）１　「仮渡し対象組合等」欄は、当該組合等の「仮損害評価書」(様式第４４号)を集計して記入すること。

  平成　　年産　　畑作物共済仮損害評価書
（蚕　　繭）

引 受
戸 数

　　　　５　金額は、１円未満の端数を切り捨てること。

　　　　６　「平均被害割合」の記入単位はパーセントとし、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。

平均被害割合
 ① 被害戸数／引受戸数
 ② 被害箱数／共済箱数　
③ 共済金支払見込額／共済金額

5割未満
2割超過

掃 立
不 能

　　　　３　「被害組合等数」は、仮渡しとなる組合等数を記入すること。

　　　　４　小蚕期別共済を実施している場合の「被害戸数」は、小蚕期区分ごとの戸数を延べ集計することなく実戸数を記入すること。

円

円

.

　　　　２　「非仮渡し組合等の２割超過被害の合計」欄は、「損害通知書」(様式第２５号）を集計して記入すること。

（A４判　横）
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訳

kg
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円

.

戸

箱
.

被 害
戸 数

7割以上
7割未満
5割以上

kgkg kg kg

　　　　　　　　　　組合等
円

円

　
.

畑作物共済再保険区分

合　計共済金額

　　　　項　目

　区　分

共済箱数 被害程度別の被害箱数及び共済減収量

仮
渡
し
対
象
組
合
等

円

戸

　

○割以上
の 合 計

２割超過
の 合 計

被害組合等数

共済金支払
見　込　額

円

円

円

円

保険金見込額
 保険金仮渡
 し必要額

円

全組合等の２
割超過の合計

　
.

　非仮渡し対象
　組合等の２割
　超過被害の合
　計

　
.

引受組合等数 　　　　　　　　　　組合等



様式第４６号

県(都府)農業共済組合
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（注意）１　小蚕期別共済を実施している場合の「被害戸数」は、小蚕期区分ごとの戸数を延べ集計することなく実戸数を記入すること。

  平成　　年産　　畑作物共済特定組合仮損害評価書
（蚕　　繭）

引 受
戸 数

　　　　２　金額は、１円未満の端数を切り捨てること。

共済金支払見込額

円

　　　　項　目

　区　分

平均被害割合
 ① 被害戸数／引受戸数
 ② 被害箱数／共済箱数　
③ 共済金支払見込額／共済金額

　　　　３　「平均被害割合」の記入単位はパーセントとし、小数点以下第２位を四捨五入して小数点以下第１位まで記入すること。

円

.

円

（A４判　横）

戸 kg kg kg kg kg

円

被害程度別の被害箱数及び共済減収量

箱
.

被 害
戸 数

7割以上
7割未満
5割以上

5割未満
2割超過

掃 立
不 能
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訳
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円

.

合　計共済金額

　
.

仮
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対
象
組
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戸
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の 合 計

２割超過
の 合 計


